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Abstract: The identification of victims of major disasters is based on prenatal and postmortem dental findings. However, dentists 

manually match these findings, which is time-consuming and requires a large amount of human resource. The purpose of this study 

is to construct a system that automatically generates dental charts from 3D scanned images by using the AI image recognition 

technology to determine tooth type and the presence or absence of treatment scars. As a result, it was possible to determine the tooth 

type and presence/absence of treatment scars from dental images using AI, and to automatically create a dental chart. 

 

1. 緒言 

日本は地震大国として知られており，近年では南海

トラフ地震発生の懸念が高まっている．30 年以内にマ

グニチュード 8~9 クラスの地震が発生する確率は約

80%にもなると予測されている[ 1 ]．災害発生後の重要

な作業の一つに犠牲者の身元確認作業があげられ，こ

の作業は遺族の精神的苦痛の軽減，混乱の早期収拾，

および感染症の発生防止などの観点から迅速かつ正確

に行われることが重要となる．遺体の死後変化が少な

い場合，顔貌や着衣，所持物などから身元が判別でき

ることが多い．しかし，損傷や死後変化が大きい場合

には，歯科所見が有効な手がかりとなることがある．

歯は頑強な組織であるため，損傷や時間経過による影

響が少なく，また生前データが豊富であるため身元確

認に有用である．その際，歯の修復物や治療痕などに

ついて遺体と生前の記録を照合し身元確認を行う．東

日本大震災では，7.6 %の犠牲者の身元が歯科所見によ

り判明した［ 2 ］．しかし，この作業には延べ 2,600 名の

歯科医師が半年以上の期間を要した． 

発生が危惧されている南海トラフ大地震や首都直下

型地震では東日本大震災以上の犠牲者が出る可能性が

あり，さらに迅速な身元確認作業が必要とされる．そ

こで現在，手作業で行っている作業の改善が必要と考

えられる．広島大学では，歯科所見を記述するための

デンタルチャートの作成にデジタルペンを用いる方法

を示している［ 3 ］. これらに加えて，遺体の歯科所見

の判断やデンタルチャートへの入力工程などについて

も自動化することで，更なる作業の迅速化が期待され

る．  

上記の目的のために我々は，口腔内 3D スキャン画

像から自動でデンタルチャートを作成することを目標

とした．これにより，身元確認作業の迅速化と負担軽

減が期待できる．本稿では歯種と歯科所見の判別を行

う AI の開発と，その結果から自動でデンタルチャート

を作成するシステムの構築まで報告を行う． 

 

2. デンタルチャート自動作成システム 

 目標とするデンタルチャート自動作成システムの

フローチャートを Figure 1 に示す．3D スキャン画像か

ら AI 画像認識技術を用いて歯科所見等を検出し，本研

究ではその結果よりデンタルチャートを自動で作成し

出力する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1. Flowchart of Dental Charting System 

 

歯列から歯単体の認識を行い，歯種と歯科所見の有

無の判別を行うために，YOLACT(You Only Look At 

CoefficienTs)と呼ばれるインスタンスセグメンテーシ

ョンが行える AI モデルを用いる［ 4 ］．学習用データと

検証用データは，口腔内 3D スキャナより得られた画

像から，下顎歯列部分を切り抜き作成した．学習用デ

ータとして 65 名，検証用データとして 20 名の下顎画

像に対してアノテーション作業を行った．ここで，ア

ノテーションとは学習用データや検証用データを作成

する際，画像データに形状やラベル名を付与すること

1：日大理工・院（前）・精機 2：日大理工・学部・精機 3：日大理工・教員・精機 4：徳島大学  

Creation of training data from 3D scan images 

 

Segmentation and classification by AI 

 

Load output results into OpenCV 

 

Dental chart output 

 

令和 5年度　日本大学理工学部　学術講演会予稿集

 332

G-24



を指す．本研究では labelme を用いてアノテーションを

行った．各歯の領域を指定し，それぞれに対してラベ

ル付けを行う．ここで，ラベル名は健常歯＋歯種，銀

歯＋歯種とする． 

さらに上述した AI の推論結果から，デンタルチャー

トを自動作成するシステムを構築する．現在，デンタ

ルチャートの形式はいくつかあるが，本研究では日本

法歯科医学会のものを使用する． 

 

3. 結果と考察 

3.1 AI の推論結果 

学習用データを 65 名，検証用データを 20 名とした

推論結果を Figure 2 に示す．Figure 2 において，バウン

ディングボックスの左上に歯種を表示し，その隣の数

字は歯種の類似度を示す．また，認識された各歯の領

域に色を付けている．Figure 2 より，歯列から歯単体の

認識とその歯種の判別が行えることが確認出来た．ま

た，銀歯の認識とその歯種の判別についても同様に可

能であることが確認できた．バウンディングボックス

の左上に示される歯種の推論結果より，歯種の判別に

おいて歯種の左右のみが異なる箇所が確認された．こ

れは，歯列から歯単体の領域を認識した後に歯種の判

別を行うため，このような結果になったと考えられる．

今後，さらに教師データを増やしていくことで改善さ

れると思われる．また，AI の物体検知精度を表す

mAP(mean Average Precision)は，学習回数が 4,999 回の

時 45.30 であったのに対し，学習回数が 14,999 回の時

46.00 となった． 

 

Figure 2. Inference result 

 

3.2 デンタルチャート自動作成 

AI の推論結果よりデンタルチャートを自動で作成

した結果を Figure 3 に示す．ここで，Figure 3 上の赤丸

は銀歯として認識された箇所を示している．また，文

章を書き込む箇所に「所見あり」と文章が自動で記述

されていることを確認した．これより，歯科医師が手

作業で歯科所見の判断を行うことが不必要になるため，

身元確認を行う際の負担を軽減できると期待される． 

 

Figure 3. Results of automatic creation of dental charts 

 

4. 結言 

 歯科所見を用いた身元確認の迅速化と歯科医師の負

担軽減のため，デンタルチャート自動作成システムの

構築を目的とし，歯種判別及び歯科所見検出 AI とデン

タルチャート自動作成システムの構築を行った．構築

したデンタルチャート自動作成システムを用いて，3D

スキャナより得られる歯列画像の歯種の判別，歯科所

見の検出，デンタルチャート自動作成まで行うことが

出来た．今後は，教師データを効率的に増やすために

自動アノテーションシステムの開発も行っていきたい

と考えている． 
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